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絵本読み聞かせをする来栖さん

ピアニストの前橋美里さんと

っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
曲
が
あ

る
と
お
話
の
イ
メ
ー
ジ
が
よ
り
深

く
な
る
と
好
評
で
す
。

　
最
近
は
、
ウ
ク
レ
レ
と
の
コ
ラ

ボ
「
ナ
ッ
ク
ル
」
と
し
て
も
活
動

し
て
い
ま
す
。

―
―
小
さ
い
時
か
ら
話
し
上
手
で

し
た
か
…

　
子
ど
も
の
頃
は
話
す
こ
と
が
苦

手
で
、
引
っ
込
み
思
案
で
、
い
つ

も
後
ろ
の
方
に
い
ま
し
た
。

　
小
学
校
の
時
、
友
達
か
ら
「
あ

な
た
の
声
は
西
城
秀
樹
に
そ
っ
く

り
」
と
言
わ
れ
、
大
好
き
な
秀
樹

に
似
て
い
る
な
ら
き
っ
と
い
い
声

に
決
ま
っ
て
い
る
と
思
い
、
そ
れ

か
ら
話
す
こ
と
が
好
き
に
な
り
ま

し
た
。
こ
ん
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
、
年

が
バ
レ
ま
す
ね
（
笑
）。

　
そ
し
て
気
が
付
け
ば
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

―
―
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
の
コ
ツ

は
…

　
上
手
に
読
も
う
と
し
な
い
で
、

ま
ず
絵
本
を
好
き
に
な
っ
て
ほ
し

（
ま
ち
の
が
っ
こ
う
）で
は
、
一
般

の
人
に
向
け
て
講
義
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
に
は
絵
本

の
読
み
聞
か
せ
を
し
て
い
ま
す
。

夙
川
小
学
校
で
は
毎
年
1
度
、
1

年
生
か
ら
６
年
生
ま
で
授
業
を
担

当
し
て
絵
本
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

―
―
来
栖
さ
ん
の
肩
書
は
…

　「
語
り
屋
」
で
す
。
こ
う
名
乗

っ
て
い
る
の
は
私
ぐ
ら
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
話
す
こ
と
あ
れ
こ
れ

を
し
て
い
ま
す
の
で
…
。
将
来
的

に
は
堂
々
と
「
朗
読
家
」
と
名
乗

り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

―
―
楽
器
と
の
コ
ラ
ボ
で
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
を
…

　
ピ
ア
ノ
講
師
の
前
橋
美
里
さ
ん

と
、朗
読
と
ピ
ア
ノ
の
コ
ン
ビ「
ア

サ
ク
ル
」
と
し
て
平
成
20
年
か
ら

活
動
し
て
い
ま
す
。
主
に
西
宮
市

内
の
幼
稚
園
、
小
学
校
、
公
民
館

な
ど
で
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
お

話
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
私
が
絵
本
を
選
び
、
そ
の
絵
本

に
合
わ
せ
た
曲
を
前
橋
さ
ん
に
作

　
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
を
対
象

に
、
幅
広
い
分
野
で「
話
す
」こ
と

の
面
白
さ
を
伝
え
る
語
り
の
プ
ロ
、

来
栖
史
江
さ
ん
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

し
ま
し
た
。

―
―
現
在
の
活
動
内
容
を
教
え
て

く
だ
さ
い
…

　
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
と
し
て

イ
ベ
ン
ト
の
司
会
を
し
た
り
、「
話

し
こ
と
ば
」
に
関
し
て
大
学
や
企

業
で
出
張
講
義
を
し
た
り
し
て
い

ま
す
。
大
好
き
な
「
朗
読
」
の
分

野
で
は
、
非
常
勤
講
師
と
し
て
大

学
生
に
、
昨
年
春
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
た
「
m
a
c
h
i
g
a
k
u
」

来
くる
栖
す
　史

ふみ
江
え
さん

昭和41（1966）年生まれ　千葉県浦安市出身
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その後２年間教師を経験
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思
い
出
の
通
学
路

伊
藤
璃
奈

越
木
岩
図
書
館

田
口
裕
香

2
つ
の
坂
道

山
口
咲
良

苦
楽
園
駅

竹
森
花
梨

苦
楽
園
百
景

苦
楽
園
百
景

苦

楽

園

中

学

校

　
越
木
岩
公
民
館
・
図
書
館
越
木

岩
分
室
な
ど
が
３
月
末
日
を
も
っ

て
閉
館
し
、
建
て
替
え
工
事
に
入

り
ま
す
。
建
て
替
え
後
は
、「〈
仮

称
〉
越
木
岩
セ
ン
タ
ー
」
と
し
て

令
和
８
年
夏
ご
ろ
、
供
用
開
始
の

予
定
で
す
。

　
図
書
館
越
木
岩
分
室
、
市
民
課

越
木
岩
分
室
の
一
部
業
務
は
代
替

窓
口
で
継
続
さ
れ
ま
す
。

〈
閉
館
す
る
施
設
〉

　
・
越
木
岩
公
民
館

　
・
市
民
課
越
木
岩
分
室

　
・
図
書
館
越
木
岩
分
室

　
・
老
人
い
こ
い
の
家（
４
月
１
日
か
ら
廃
止
）

〈
代
替
窓
口
〉

　�「
市
民
課
越
木
岩
分
室
」「
図
書
館
越
木

岩
分
室
」は
、越
木
岩
会
館
１
階（
西
宮

市
豊
楽
町
2
‒
29
）で
、
４
月
23
日

よ
り
業
務
開
始
の
予
定
で
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
は
…
〉

　
・�

地
域
学
習
推
進
課〈
公
民
館
〉

６
７
・
１
５
６
７

　
・�

市
民
課�

３
５
・
３
１
１
２

　
・�

読
書
振
興
課〈
図
書
館
〉

３
３
・
０
１
８
９

　
・�

地
域
共
生
推
進
課

〈
老
人
い
こ
い
の
家
〉

３
５
・
３
２
８
６

※
市
外
局
番
は〈
０
７
９
８
〉

施
設
の
建
て
替
え
に
関
す
る
こ
と
は
、

市
・
生
涯
学
習
企
画
課

〈
０
７
９
８
・
３
５
・
３
８
６
９
〉

来
栖
　
史
江
さ
ん

ま
ち
の
宝
人

令
和
の「
語
り
屋
」を

め
ざ
し
て
い
ま
す
。

い
で
す
。
お
母
さ
ん
が
好
き
な
本

を
読
み
聞
か
せ
る
と
、
自
然
と
子

ど
も
に
も
そ
の
気
持
ち
が
伝
わ
り

ま
す
。
大
好
き
な
人
の
大
好
き
な

声
と
と
も
に
1
冊
の
絵
本
が
子
ど

も
の
心
に
残
る
、
そ
う
し
て
好
き

な
絵
本
が
増
え
て
、
親
子
の
楽
し

い
時
間
も
、
よ
り
増
え
て
い
く
と

い
い
な
ぁ
と
思
い
ま
す
。

―
―
こ
れ
か
ら
の
活
動
は
…

　
西
宮
に
伝
わ
る
民
話
の
朗
読
を

し
た
い
で
す
ね
。「
お
し
り
を
つ

ね
ら
れ
た
え
び
す
さ
ま
」
の
よ
う

な
面
白
い
話
を
子
ど
も
た
ち
に
伝

え
た
い
で
す
。
民
話
を
通
し
て
故

郷
西
宮
に
興
味
を
持
ち
、
も
っ
と

西
宮
を
好
き
に
な
っ
て
も
ら
え
れ

ば
う
れ
し
い
で
す
ね
。

●

　
笑
顔
で
の
お
し
ゃ
べ
り
は
、
自

信
に
満
ち
な
が
ら
、
聞
く
人
の
気

持
ち
に
な
っ
た
謙
虚
さ
も
同
時
に

感
じ
ま
し
た
。
来
栖
さ
ん
こ
そ
、

西
宮
を
代
表
す
る
「
令
和
の
語
り

屋
」
だ
と
確
信
し
ま
し
た
。

越
木
岩
公
民
館
な
ど
が

一
時
閉
館
!

広告

〈
越
木
岩
公
民
館

地
域
学
習
推
進
員
会
講
座
〉

４
月
か
ら
推
進
員
会
講
座
は
越
木
岩

会
館
で
実
施
し
ま
す
。
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広告

8:30
12:00
〜

15:45
19:00
〜

時間／曜日 月

◯ ◯ ◯

◯ ◯ ◯

◯

◯

◯

火 水 木 金 土

休診／木曜午後・土曜午後・日曜・祝祭日

http://www.sonodanaika.com
0798-72-4601（電話） ㈹

内科　胃腸科　循環器科

西宮市南越木岩町14-７
阪急苦楽園口駅　西側徒歩約３分

園田内科

越木岩
福祉会館

阪急神戸線

５台

樋之池公園

夙川

池田
泉州銀行

阪
急
甲
陽
線
苦
楽
園
口

P

医療法人社団

園 田 内 科

※
印
の
講
座
は
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

詳
細
は
ポ
ス
タ
ー
、
チ
ラ
シ
な
ど
を
参
照
願

い
ま
す
。
講
座
会
場
は
す
べ
て
公
民
館
と
な

り
ま
す
。

　問
い
合
わ
せ
は
、
越
木
岩
公
民
館
へ

�

℡�

７
２

・

７
５
２
１（
平
日
９
時
～
17
時
）

越
木
岩
公
民
館

�

地
域
学
習
推
進
員
会
講
座

（

）

日
　
時
　�

３
月
10
日
㈰
　
13
時
半
～
15
時

　
　
　
　（
休
憩
あ
り
）

内
　
容
　
※�

朗
読
と
ピ
ア
ノ
で
楽
し
む

お
話
コ
ン
サ
ー
ト

　
第
１
部��

西
宮
に
ま
つ
わ
る
民
話
を
大
型
紙
芝

居
で
楽
し
み
ま
し
ょ
う

　
　
　
　��

～「
お
尻
を
つ
ね
ら
れ
た
え
び
す
さ
ま
」

「
鳴
尾
義
民
」な
ど

　
第
2
部��

ピ
ア
ノ
の
演
奏
と
と
も
に
お
話
の
世

界
を

　
　
　
　��

～
大
人
だ
か
ら
こ
そ
楽
し
め
る
絵
本

を
中
心
に
。

　
　
　
　�

内
容
は
当
日
の
お
楽
し
み
♪

講
　
師
　
朗
読
と
ピ
ア
ノ

　
　
　
　
ア
サ
ク
ル（
お
話
　
　
　
来
栖�

史
江

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ピ
ア
ノ
　
　
前
橋�

美
里
）

定
　
員
　�

50
人（
大
人
対
象
の
内
容
で
す
。
未
就

学
児
の
参
加
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
）

申
　
込
　�

電
話
or
公
民
館
窓
口
に
て

参
加
費
　
無
料

日
　
時
　�

3
月
17
日
㈰
13
時
半
～
14
時
半

　
　
　
　（
休
憩
あ
り
）

内
　
容
　
C
O
N
C
E
R
T

　
　
　
　�

関
西
を
中
心
に
活
動
し
て
い
る
若
き

音
楽
家
4
人
で
ク
ラ
シ
ッ
ク
曲
を
中

心
に
演
奏
し
ま
す
。

　
　
　
　�

バ
イ
オ
リ
ン
、
ビ
オ
ラ
、
チ
ェ
ロ
の
響

き
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
0
歳
か
ら
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

演
　
奏
　
吉
田�

侑
記
　
増
田�

佳
子

　
　
　
　
笠
原�

三
佳
　
岡
田�

弥
月

定
　
員
　
80
人

申
　
込
　
不
要

参
加
費
　
無
料

日
　
時
　
3
月
24
日
㈰
　
15
時
～
16
時
15
分

内
　
容
　
※
朗
読
劇
　
火
垂
る
の
墓

　
　
　
　�『
火
垂
る
の
墓
』は
、作
家
・
野
坂
昭
如

の
戦
争
体
験
を
も
と
に
し
た
小
説
で
す
。

　
　
　
　�

神
戸
空
襲
で
母
親
を
失
っ
た
14
歳
の

清
太
と
4
歳
の
妹�

節
子
の
は
か
な
く

も
悲
し
い
物
語
を
朗
読
劇（
台
本
を
も

っ
て
上
演
）で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

出
　
演
　
陽
な
た
の
会

定
　
員
　
50
人

申
　
込
　�

電
話
or
公
民
館
窓
口
に
て

参
加
費
　
無
料

熱気あふれる会場

先生、質問！

活動内容はFacebookやInstagram
でも発信しています

真剣な合唱コンクール

吹奏楽部の感動の演奏

生活文化部のフェルト作品

　
苦
楽
園
中
学
校
の
学
習
発
表

会
・
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
が
昨
年

11
月
17
日
、
西
宮
市
民
会
館
ア
ミ

テ
ィ
・
ベ
イ
コ
ム
ホ
ー
ル
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
4
年
ぶ
り

に
全
学
級
が
そ
ろ
い
、
保
護
者
の

観
覧
制
限
も
な
く
な
り
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
生
活
文
化
部
に
よ
る

羊
毛
フ
ェ
ル
ト
や
か
ば
ん
な
ど
の

作
品
展
示
、
理
科
部
に
よ
る
「
苦

楽
園
中
学
校
に
飛
来
す
る
ス
ズ
メ

バ
チ
の
駆
除
と
調
査
」
の
報
告
と

「
神
経
伝
達
時
間
と
脳
の
反
応
時

間
」
の
研
究
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
美
術
部
は
「
お
と
ぎ
話
」
と

題
し
た
丘
の
上
の
幻
想
的
な
街
の

壁
画
を
披
露
し
ま
し
た
。

　
吹
奏
楽
部
か
ら
は
デ
ィ
ズ
ニ
ー

『
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
・
ア
ン
ド
・
ザ
・

ビ
ー
ス
ト
（
美
女
と
野
獣
）』
な

ど
の
演
奏
が
あ
り
、
ア
ン
コ
ー
ル

第第
2424
回
西
宮
湯
川
記
念
こ
ど
も
課
外
教
室

回
西
宮
湯
川
記
念
こ
ど
も
課
外
教
室

―
―
未
来
の
科
学
者
た
ち
へ
―
―

―
―
未
来
の
科
学
者
た
ち
へ
―
―

　
西
宮
市
で
は
日
本
初
の
ノ
ー
ベ

ル
賞
受
賞
者
で
あ
る
湯
川
秀
樹
博

士
の
偉
業
を
た
た
え
、「
西
宮
湯
川

記
念
事
業
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
活
動
の
一
つ
で
あ
る
「
西

宮
湯
川
記
念
こ
ど
も
課
外
教
室
」

が
、
昨
年
12
月
1
日
に
苦
楽
園
小

学
校
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
第
38

回
西
宮
湯
川
記
念
賞
を
受
賞
し
た

仏ほ
と
け

坂ざ
か
健け

ん
太た

さ
ん
が
、
6
年
生
の
児

童
を
対
象
に
体
育
館
で
話
を
し
ま

し
た
。

　
仏
坂
さ
ん
は
、
東
京
大
学
大
学

院
理
学
系
研
究
科
附
属
ビ
ッ
グ
バ

ン
宇
宙
国
際
研
究
セ
ン
タ
ー
の
准

教
授
で
、
受
賞
研
究
は
「
中
性
子

星
合
体
に
伴
う
電
磁
波
対
応
天
体

の
理
論
的
研
究
」
で
す
。

　
勉
強
は
苦
手
で
し
た
が
、
親
を

見
返
す
よ
う
に
東
北
大
学
物
理
学

科
へ
進
み
、
22
歳
で
入
っ
た
京
都

大
学
天
体
核
研
究
室
で
天
文
学
と

出
合
っ
た
そ
う
で
す
。

　
難
し
そ
う
な
内
容
で
し
た
が
、

児
童
た
ち
は
興
味
深
く
聞
き
入
り
、

質
疑
応
答
で
は
児
童
た
ち
か
ら
質

問
が
相
次
ぎ
、
時
間
が
延
長
さ
れ

る
ほ
ど
活
気
あ
ふ
れ
る
も
の
で
し

た
。「
不
思
議
だ
か
ら
と
い
ろ
い

ろ
考
え
て
い
る
う
ち
に
今
に
至
っ

た
」
と
、
不
確
か
な
宇
宙
の
な
ぞ

の
解
明
に
向
き
合
う
言
葉
が
印
象

的
で
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
仏
坂
さ
ん
の
姿
勢

は
科
学
の
分
野
だ
け
で
な
く
、
正

解
の
な
い
時
代
を
生
き
て
い
く
児

童
へ
の
生
き
る
ヒ
ン
ト
に
な
る
で

し
ょ
う
。

　
西
宮
第
3
団
と
第
13
団
の
ボ
ー

イ
ス
カ
ウ
ト
隊
が
「
夙
川
ボ
ー
イ

ス
カ
ウ
ト
隊
」
と
し
て
一
つ
に
な

り
、
昨
年
12
月
10
日
に
越
木
岩
神

社
で
発
隊
式
を
行
い
ま
し
た
。

　
新
し
く
な
っ
た
ネ
ッ
カ
チ
ー
フ

は
黒
色
の
ラ
イ
ン
が
入
り
、
歴
史

あ
る
各
団
共
通
の
テ
ー
マ
カ
ラ
ー

だ
っ
た
白
基
調
の
ラ
イ
ン
が
よ
り

際
立
つ
印
象
に
仕
上
が
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
は
、
今
ま
で
の
経
験
を
糧

に
新
し
い
隊
と
し
て
よ
り
一
層
輝

け
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
模
索
と

挑
戦
を
続
け
て
不
可
能
を
可
能
に

し
て
い
こ
う
と
い
う
熱
い
思
い
が

込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
カ
ブ
隊
か
ら
新
た
な
仲
間
た
ち

も
上
進
し
、
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
た

夙
川
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
隊
が
本
格

始
動
し
ま
し
た
。

夙
川
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
隊
、始
動
！

西
宮
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
第
13
団

で
は
生
徒
、
観
客
が
一
斉
に
盛
り

上
が
り
熱
く
な
り
ま
し
た
。
ど
の

部
活
動
も
、
日
々
の
努
力
と
練
習

を
積
み
重
ね
て
い
た
姿
が
伝
わ
っ

て
き
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
で

は
ど
の
ク
ラ
ス
も
緊
張
し
た
空
気

が
張
り
詰
め
、
真
剣
な
表
情
で
感

情
を
込
め
て
歌
う
生
徒
た
ち
の
姿

に
感
動
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
合
唱

が
持
つ
最
大
の
魅
力
は
、
た
く
さ

ん
の
声
が
重
な
る
こ
と
で
生
ま
れ

る
音
色
の
美
し
さ
だ
と
改
め
て
感

じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
回
の
合
唱
で
ク
ラ
ス
が
一
つ

に
な
っ
て
つ
く
り
上
げ
た
「
協
調

性
」、
仲
間
と
の
「
絆
」、
日
々
の

練
習
の
積
み
重
ね
を
諦
め
ず
に
最

後
ま
で
や
り
遂
げ
得
ら
れ
た
「
達

成
感
」
は
、
彼
ら
の
心
の
財
産
と

な
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。

第
50
回
学
習
発
表
会
・
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル�

苦
楽
園
中
学
校

今年もがんばりました今年もがんばりました 苦楽園中学校
令和5年の部活動の記録

文化系部門

運動系部門

西宮市「中学生の主張」大会
　金賞　　　２年　野木拓実
中学校総合体育大会スローガンの部
　最優秀賞　３年　福永　杏
西宮市立中学校書写コンクール
　３年　入選　　　福永　杏　渡邉紗良
　　　　佳作　　　一樂裕生　佐藤美南
　　　　　　　　　宮﨑こころ　金井菜美
　２年　特選　　　赤澤美沙　木村紗羅
　　　　佳作　　　上田絢野　柿根あいる　山口咲良
　１年　特選　　　中田颯南　増田葉月
　　　　入選　　　深尾和花
　　　　佳作　　　𫝆𫝆𫝆𫝆𫝆𫝆𫝆𫝆𫝆𫝆

西宮市民体育大会
野球部	 vs 学文中	 ● 0-7
男子ソフトテニス部
　＜団体戦＞	 vs 上甲子園中	 ○ 2-1
	 vs 上ケ原中	 ○ 2-1
	 vs 甲武中	 ○ 2-1
	 vs 浜脇中	 ● 1-2
　＜個人戦＞	 進藤・吉村ペア	 優勝
	 平嶋・菅原ペア	 ベスト16
女子ソフトテニス部
　＜団体戦＞	 vs 瓦木中	 ● 0-3
　＜個人戦＞	 荻野・田中	 ベスト16
男子卓球部
　＜団体上級＞	vs 上ケ原中	 ● 1-3
　＜団体下級＞	vs 瓦木中	 ● 2-3
女子卓球部
　＜団体上級＞	vs 平木中	 ○ 3-1
	 vs 上甲子園中	 ○ 3-2
	 vs 大社中	 ○ 3-0
	 vs 甲武中	 ● 1-3
　＜団体下級＞	vs 鳴尾中	 ○ 3-0
	 vs 甲陵中	 ● 1-3
	 vs 大社中	 ● 0-3
男子バスケットボール部
	 vs 深津中	 ○ 65-32
	 vs 平木中	 ● 34-60
女子バスケットボール部
	 vs 関西学院中	 ○ 146-2
	 vs 塩瀬中	 ○ 70-35
　準決勝	 vs 浜脇中	 ● 79-51
　３位決定戦	 vs 西宮浜義務	 ● 54-42
女子バレーボール部
	 vs 甲武中	 ● 0-2
	 vs 真砂中	 〇 2-1
	 vs 鳴尾中	 ● 0-2
	 vs 瓦木中	 ● 0-2
サッカー部
	 vs 浜脇中	 ● 0-6
　	vs 学文中・西宮浜義務	 ○ 4-2
	 vs 大社中	 △ 0-0

西宮市環境ポスター展
　市長賞　　　１年　坂口美桜
西宮市中学校理科生徒研究発表会
　「神経伝達時間と脳の反応時間について」
中学校理科生活科作品展
　　　　　　　３年　河田　湊
　　　　　　　３年　道本陽香
　　　　　　　２年　安部光友菜
　　　　　　　１年　藤田理衣
阪神地区中学校作曲コンクール
　金賞　　　　３年　入江莉緒
　佳作　　　　３年　進藤　航　岡嶋一咲

西宮市中学校総合体育大会
野球部
	 vs 真砂中	 ● 0-7
サッカー部
	 vs 甲陽学院中	 ● 0-6
男子バスケットボール部
	 vs 甲陵中	 ● 35-43
女子バスケットボール部
	 vs 高須中	 ○ 92-21
	 vs 瓦木中	 ○ 86-38
　準決勝	 vs 浜脇中	 ● 33-66
　シード戦	 vs 甲武中	 ● 40-58
女子バレーボール部
	 vs 深津中	 ● 0-2
男子卓球部
　<団体上級＞	vs 大社中	 ● 1-3
　＜団体下級＞	vs 上甲子園中	 ○ 3-0
	 vs 平木中	 ● 0-3
女子卓球部
　<団体上級＞	vs 浜脇中	 ○ 3-0
	 vs 上甲子園中	 ○ 3-2
	 vs 関西学院中	 ● 0-3
	 vs 甲陵中	 ○ 3-2
　＜団体下級＞	vs 瓦木中	 ● 0-3
男子ソフトテニス部
　<団体戦>	 vs 上ケ原中	 ○ 2-1
	 vs 今津中	 ○ 3-0
　準決勝	 vs 瓦木中	 ● 1-2
　３位決定戦	 vs 大社中	 ● 1-2
　<個人戦>	 進藤・吉村ペア	 優勝
	 菅原・平嶋ペア	 ベスト20
女子ソフトテニス部
　<団体戦>	 vs 西宮南チーム	● 1-2
	 vs 鳴尾中	 ● 0-3
	 vs 山口中	 ● 1-2
陸上競技部
　低学年男子 4× 100mR
　　（坂元 · 早田 · 西本 · 吉田）	 第 6位
　共通女子走高跳　近藤　花音	第 7位

阪神中学校総合体育大会
女子卓球部
　＜団体戦＞	 vs 武庫之荘中	 ○ 3-2
	 vs 伊丹北中	 ● 0-3
　5位決定戦	 vs 大社中	 ● 1-3
男子ソフトテニス部
　＜団体戦＞	 県大会出場！
	 vs 安倉中	 ○ 2-1
	 vs 猪名川中	 ○ 2-1
	 vs 中央中	 ○ 2-1
　準決勝	 vs 園田東中	 ● 1-2
　３位決定戦	 vs 大社中	 ○ 2-0
　＜個人戦＞	 進藤・吉村ペア	 優勝
	 県大会出場 !
女子バスケットボール部
	 vs 東谷中	 ○ 56-55
	 vs 百合学院中	 ● 89-46
陸上競技部	 県大会出場！
　１年男子 100m　早田　賢吾	第５位
西宮市新人大会
軟式野球部
	 vs 学文中	 ● 3-4
男子バスケットボール部
	 vs 学文中	 ○ 22-19
	 vs 鳴尾南中	 ○ 35-19
　決勝ﾄｰﾅﾒﾝﾄ	 vs 平木中	 ○ 59-25
	 vs 報徳学園	 ● 43-76
女子バスケットボール部
	 vs 瓦木中	 ○ 52-6
	 vs 上甲子園中	 ○ 38-8
　決勝ﾄｰﾅﾒﾝﾄ	 vs 平木中	 ○ 86-35
	 vs 今津中	 ● 53-62
男子ソフトテニス部
　＜団体戦＞	 vs 学文中	 ○ 2-1
	 vs 真砂中	 ● 0-3
　決勝ﾄｰﾅﾒﾝﾄ	 vs 甲陵中	 ● 1-2
　＜個人戦＞	 岸上・吉川ペア	 ベスト16
女子ソフトテニス部
　＜団体戦＞	 vs 上ケ原中	 ● 0-3
	 vs 浜脇中	 ● 0-3
	 vs 甲武中	 ● 0-3

西宮市小 ･中学校読書感想文コンクール
　入選　　　　３年　長友健修
　佳作　　　　３年　中西優人
　　　　　　　２年　久永　彩
　　　　　　　１年　関本日陽里
全国中学生人権作文コンテスト兵庫県大会地区予選
　銀賞　　　　１年　西方葵音
兵庫県中学校総合文化祭
　【書写部門】
　特選　　　　２年　木村紗羅
　【美術部門】
　特選　　　　２年　布施凛子
　入選　　　　２年　赤澤美沙　上田絢野

女子バレーボール部	第3位	阪神大会出場！
	 vs 塩瀬中	 ○ 2-0
	 vs 鳴尾南中	 ○ 2-0
	 vs 浜甲子園中	 ● 0-2
	 vs 学文中	 ○ 2-0
　決勝ﾄｰﾅﾒﾝﾄ	 vs 甲武中	 ○ 2-0
	 vs 大社中	 ○ 2-0
	 vs 山口中	 ● 1-2
男子卓球部
　＜団体上級＞	vs 大社中	 ● 1-3
　＜団体下級＞	vs 瓦木中	 ○ 3-1
　＜個人戦＞	 田坪　昇真	 第 6位
	 阪神大会出場！
女子卓球部
　＜団体上級＞	vs 大社中	 ● 0-3
　＜団体下級＞	vs 学文中	 ● 1-3
　＜個人戦＞	 守山　佳音	 第８位
	 阪神大会出場！
陸上競技部
　2年男子100 ｍ　吉田　祐大	第５位
　共通男子砲丸投　坂元　栞太	第２位
　共通女子走高跳　近藤　花音	第２位
　1年 4×100 ｍ R
　田中・西本・藤本・早田	 第６位
サッカー部
	 vs 大社中	 ● 0-7
	 vs 甲陽学院中	 ● 0-2
阪神新人大会
女子バレーボール部
	 vs 高司中（宝塚）	● 0-2
陸上競技部
　共通男子走高跳　吉田　祐大	第８位
　１年男子 100m　早田　賢吾	第８位
男子卓球部	 県大会進出！	
	 田坪　昇真	 第 5位
男子ソフトテニス部　県大会進出！
	 岸上・吉川ペア	 ベスト16
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火 水 木 金 土

休診／木曜午後・土曜午後・日曜・祝祭日

http://www.sonodanaika.com
0798-72-4601（電話） ㈹

内科　胃腸科　循環器科

西宮市南越木岩町14-７
阪急苦楽園口駅　西側徒歩約３分

園田内科

越木岩
福祉会館

阪急神戸線

５台

樋之池公園

夙川

池田
泉州銀行

阪
急
甲
陽
線
苦
楽
園
口

P

医療法人社団

園 田 内 科

※
印
の
講
座
は
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

詳
細
は
ポ
ス
タ
ー
、
チ
ラ
シ
な
ど
を
参
照
願

い
ま
す
。
講
座
会
場
は
す
べ
て
公
民
館
と
な

り
ま
す
。

　問
い
合
わ
せ
は
、
越
木
岩
公
民
館
へ

�

℡�

７
２

・

７
５
２
１（
平
日
９
時
～
17
時
）

越
木
岩
公
民
館

�

地
域
学
習
推
進
員
会
講
座

（

）

日
　
時
　�

３
月
10
日
㈰
　
13
時
半
～
15
時

　
　
　
　（
休
憩
あ
り
）

内
　
容
　
※�

朗
読
と
ピ
ア
ノ
で
楽
し
む

お
話
コ
ン
サ
ー
ト

　
第
１
部��

西
宮
に
ま
つ
わ
る
民
話
を
大
型
紙
芝

居
で
楽
し
み
ま
し
ょ
う

　
　
　
　��

～「
お
尻
を
つ
ね
ら
れ
た
え
び
す
さ
ま
」

「
鳴
尾
義
民
」な
ど

　
第
2
部��

ピ
ア
ノ
の
演
奏
と
と
も
に
お
話
の
世

界
を

　
　
　
　��

～
大
人
だ
か
ら
こ
そ
楽
し
め
る
絵
本

を
中
心
に
。

　
　
　
　�

内
容
は
当
日
の
お
楽
し
み
♪

講
　
師
　
朗
読
と
ピ
ア
ノ

　
　
　
　
ア
サ
ク
ル（
お
話
　
　
　
来
栖�

史
江

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ピ
ア
ノ
　
　
前
橋�

美
里
）

定
　
員
　�

50
人（
大
人
対
象
の
内
容
で
す
。
未
就

学
児
の
参
加
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
）

申
　
込
　�

電
話
or
公
民
館
窓
口
に
て

参
加
費
　
無
料

日
　
時
　�

3
月
17
日
㈰
13
時
半
～
14
時
半

　
　
　
　（
休
憩
あ
り
）

内
　
容
　
C
O
N
C
E
R
T

　
　
　
　�

関
西
を
中
心
に
活
動
し
て
い
る
若
き

音
楽
家
4
人
で
ク
ラ
シ
ッ
ク
曲
を
中

心
に
演
奏
し
ま
す
。

　
　
　
　�

バ
イ
オ
リ
ン
、
ビ
オ
ラ
、
チ
ェ
ロ
の
響

き
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
0
歳
か
ら
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

演
　
奏
　
吉
田�

侑
記
　
増
田�

佳
子

　
　
　
　
笠
原�

三
佳
　
岡
田�

弥
月

定
　
員
　
80
人

申
　
込
　
不
要

参
加
費
　
無
料

日
　
時
　
3
月
24
日
㈰
　
15
時
～
16
時
15
分

内
　
容
　
※
朗
読
劇
　
火
垂
る
の
墓

　
　
　
　�『
火
垂
る
の
墓
』は
、作
家
・
野
坂
昭
如

の
戦
争
体
験
を
も
と
に
し
た
小
説
で
す
。

　
　
　
　�

神
戸
空
襲
で
母
親
を
失
っ
た
14
歳
の

清
太
と
4
歳
の
妹�

節
子
の
は
か
な
く

も
悲
し
い
物
語
を
朗
読
劇（
台
本
を
も

っ
て
上
演
）で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

出
　
演
　
陽
な
た
の
会

定
　
員
　
50
人

申
　
込
　�

電
話
or
公
民
館
窓
口
に
て

参
加
費
　
無
料

熱気あふれる会場

先生、質問！

活動内容はFacebookやInstagram
でも発信しています

真剣な合唱コンクール

吹奏楽部の感動の演奏

生活文化部のフェルト作品

　
苦
楽
園
中
学
校
の
学
習
発
表

会
・
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
が
昨
年

11
月
17
日
、
西
宮
市
民
会
館
ア
ミ

テ
ィ
・
ベ
イ
コ
ム
ホ
ー
ル
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
4
年
ぶ
り

に
全
学
級
が
そ
ろ
い
、
保
護
者
の

観
覧
制
限
も
な
く
な
り
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
生
活
文
化
部
に
よ
る

羊
毛
フ
ェ
ル
ト
や
か
ば
ん
な
ど
の

作
品
展
示
、
理
科
部
に
よ
る
「
苦

楽
園
中
学
校
に
飛
来
す
る
ス
ズ
メ

バ
チ
の
駆
除
と
調
査
」
の
報
告
と

「
神
経
伝
達
時
間
と
脳
の
反
応
時

間
」
の
研
究
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
美
術
部
は
「
お
と
ぎ
話
」
と

題
し
た
丘
の
上
の
幻
想
的
な
街
の

壁
画
を
披
露
し
ま
し
た
。

　
吹
奏
楽
部
か
ら
は
デ
ィ
ズ
ニ
ー

『
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
・
ア
ン
ド
・
ザ
・

ビ
ー
ス
ト
（
美
女
と
野
獣
）』
な

ど
の
演
奏
が
あ
り
、
ア
ン
コ
ー
ル

第第
2424
回
西
宮
湯
川
記
念
こ
ど
も
課
外
教
室

回
西
宮
湯
川
記
念
こ
ど
も
課
外
教
室

―
―
未
来
の
科
学
者
た
ち
へ
―
―

―
―
未
来
の
科
学
者
た
ち
へ
―
―

　
西
宮
市
で
は
日
本
初
の
ノ
ー
ベ

ル
賞
受
賞
者
で
あ
る
湯
川
秀
樹
博

士
の
偉
業
を
た
た
え
、「
西
宮
湯
川

記
念
事
業
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
活
動
の
一
つ
で
あ
る
「
西

宮
湯
川
記
念
こ
ど
も
課
外
教
室
」

が
、
昨
年
12
月
1
日
に
苦
楽
園
小

学
校
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
第
38

回
西
宮
湯
川
記
念
賞
を
受
賞
し
た

仏ほ
と
け

坂ざ
か
健け

ん
太た

さ
ん
が
、
6
年
生
の
児

童
を
対
象
に
体
育
館
で
話
を
し
ま

し
た
。

　
仏
坂
さ
ん
は
、
東
京
大
学
大
学

院
理
学
系
研
究
科
附
属
ビ
ッ
グ
バ

ン
宇
宙
国
際
研
究
セ
ン
タ
ー
の
准

教
授
で
、
受
賞
研
究
は
「
中
性
子

星
合
体
に
伴
う
電
磁
波
対
応
天
体

の
理
論
的
研
究
」
で
す
。

　
勉
強
は
苦
手
で
し
た
が
、
親
を

見
返
す
よ
う
に
東
北
大
学
物
理
学

科
へ
進
み
、
22
歳
で
入
っ
た
京
都

大
学
天
体
核
研
究
室
で
天
文
学
と

出
合
っ
た
そ
う
で
す
。

　
難
し
そ
う
な
内
容
で
し
た
が
、

児
童
た
ち
は
興
味
深
く
聞
き
入
り
、

質
疑
応
答
で
は
児
童
た
ち
か
ら
質

問
が
相
次
ぎ
、
時
間
が
延
長
さ
れ

る
ほ
ど
活
気
あ
ふ
れ
る
も
の
で
し

た
。「
不
思
議
だ
か
ら
と
い
ろ
い

ろ
考
え
て
い
る
う
ち
に
今
に
至
っ

た
」
と
、
不
確
か
な
宇
宙
の
な
ぞ

の
解
明
に
向
き
合
う
言
葉
が
印
象

的
で
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
仏
坂
さ
ん
の
姿
勢

は
科
学
の
分
野
だ
け
で
な
く
、
正

解
の
な
い
時
代
を
生
き
て
い
く
児

童
へ
の
生
き
る
ヒ
ン
ト
に
な
る
で

し
ょ
う
。

　
西
宮
第
3
団
と
第
13
団
の
ボ
ー

イ
ス
カ
ウ
ト
隊
が
「
夙
川
ボ
ー
イ

ス
カ
ウ
ト
隊
」
と
し
て
一
つ
に
な

り
、
昨
年
12
月
10
日
に
越
木
岩
神

社
で
発
隊
式
を
行
い
ま
し
た
。

　
新
し
く
な
っ
た
ネ
ッ
カ
チ
ー
フ

は
黒
色
の
ラ
イ
ン
が
入
り
、
歴
史

あ
る
各
団
共
通
の
テ
ー
マ
カ
ラ
ー

だ
っ
た
白
基
調
の
ラ
イ
ン
が
よ
り

際
立
つ
印
象
に
仕
上
が
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
は
、
今
ま
で
の
経
験
を
糧

に
新
し
い
隊
と
し
て
よ
り
一
層
輝

け
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
模
索
と

挑
戦
を
続
け
て
不
可
能
を
可
能
に

し
て
い
こ
う
と
い
う
熱
い
思
い
が

込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
カ
ブ
隊
か
ら
新
た
な
仲
間
た
ち

も
上
進
し
、
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
た

夙
川
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
隊
が
本
格

始
動
し
ま
し
た
。

夙
川
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
隊
、始
動
！

西
宮
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
第
13
団

で
は
生
徒
、
観
客
が
一
斉
に
盛
り

上
が
り
熱
く
な
り
ま
し
た
。
ど
の

部
活
動
も
、
日
々
の
努
力
と
練
習

を
積
み
重
ね
て
い
た
姿
が
伝
わ
っ

て
き
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
で

は
ど
の
ク
ラ
ス
も
緊
張
し
た
空
気

が
張
り
詰
め
、
真
剣
な
表
情
で
感

情
を
込
め
て
歌
う
生
徒
た
ち
の
姿

に
感
動
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
合
唱

が
持
つ
最
大
の
魅
力
は
、
た
く
さ

ん
の
声
が
重
な
る
こ
と
で
生
ま
れ

る
音
色
の
美
し
さ
だ
と
改
め
て
感

じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
回
の
合
唱
で
ク
ラ
ス
が
一
つ

に
な
っ
て
つ
く
り
上
げ
た
「
協
調

性
」、
仲
間
と
の
「
絆
」、
日
々
の

練
習
の
積
み
重
ね
を
諦
め
ず
に
最

後
ま
で
や
り
遂
げ
得
ら
れ
た
「
達

成
感
」
は
、
彼
ら
の
心
の
財
産
と

な
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。

第
50
回
学
習
発
表
会
・
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル�

苦
楽
園
中
学
校

今年もがんばりました今年もがんばりました 苦楽園中学校
令和5年の部活動の記録

文化系部門

運動系部門

西宮市「中学生の主張」大会
　金賞　　　２年　野木拓実
中学校総合体育大会スローガンの部
　最優秀賞　３年　福永　杏
西宮市立中学校書写コンクール
　３年　入選　　　福永　杏　渡邉紗良
　　　　佳作　　　一樂裕生　佐藤美南
　　　　　　　　　宮﨑こころ　金井菜美
　２年　特選　　　赤澤美沙　木村紗羅
　　　　佳作　　　上田絢野　柿根あいる　山口咲良
　１年　特選　　　中田颯南　増田葉月
　　　　入選　　　深尾和花
　　　　佳作　　　𫝆𫝆𫝆𫝆𫝆𫝆𫝆𫝆𫝆𫝆

西宮市民体育大会
野球部	 vs 学文中	 ● 0-7
男子ソフトテニス部
　＜団体戦＞	 vs 上甲子園中	 ○ 2-1
	 vs 上ケ原中	 ○ 2-1
	 vs 甲武中	 ○ 2-1
	 vs 浜脇中	 ● 1-2
　＜個人戦＞	 進藤・吉村ペア	 優勝
	 平嶋・菅原ペア	 ベスト16
女子ソフトテニス部
　＜団体戦＞	 vs 瓦木中	 ● 0-3
　＜個人戦＞	 荻野・田中	 ベスト16
男子卓球部
　＜団体上級＞	vs 上ケ原中	 ● 1-3
　＜団体下級＞	vs 瓦木中	 ● 2-3
女子卓球部
　＜団体上級＞	vs 平木中	 ○ 3-1
	 vs 上甲子園中	 ○ 3-2
	 vs 大社中	 ○ 3-0
	 vs 甲武中	 ● 1-3
　＜団体下級＞	vs 鳴尾中	 ○ 3-0
	 vs 甲陵中	 ● 1-3
	 vs 大社中	 ● 0-3
男子バスケットボール部
	 vs 深津中	 ○ 65-32
	 vs 平木中	 ● 34-60
女子バスケットボール部
	 vs 関西学院中	 ○ 146-2
	 vs 塩瀬中	 ○ 70-35
　準決勝	 vs 浜脇中	 ● 79-51
　３位決定戦	 vs 西宮浜義務	 ● 54-42
女子バレーボール部
	 vs 甲武中	 ● 0-2
	 vs 真砂中	 〇 2-1
	 vs 鳴尾中	 ● 0-2
	 vs 瓦木中	 ● 0-2
サッカー部
	 vs 浜脇中	 ● 0-6
　	vs 学文中・西宮浜義務	 ○ 4-2
	 vs 大社中	 △ 0-0

西宮市環境ポスター展
　市長賞　　　１年　坂口美桜
西宮市中学校理科生徒研究発表会
　「神経伝達時間と脳の反応時間について」
中学校理科生活科作品展
　　　　　　　３年　河田　湊
　　　　　　　３年　道本陽香
　　　　　　　２年　安部光友菜
　　　　　　　１年　藤田理衣
阪神地区中学校作曲コンクール
　金賞　　　　３年　入江莉緒
　佳作　　　　３年　進藤　航　岡嶋一咲

西宮市中学校総合体育大会
野球部
	 vs 真砂中	 ● 0-7
サッカー部
	 vs 甲陽学院中	 ● 0-6
男子バスケットボール部
	 vs 甲陵中	 ● 35-43
女子バスケットボール部
	 vs 高須中	 ○ 92-21
	 vs 瓦木中	 ○ 86-38
　準決勝	 vs 浜脇中	 ● 33-66
　シード戦	 vs 甲武中	 ● 40-58
女子バレーボール部
	 vs 深津中	 ● 0-2
男子卓球部
　<団体上級＞	vs 大社中	 ● 1-3
　＜団体下級＞	vs 上甲子園中	 ○ 3-0
	 vs 平木中	 ● 0-3
女子卓球部
　<団体上級＞	vs 浜脇中	 ○ 3-0
	 vs 上甲子園中	 ○ 3-2
	 vs 関西学院中	 ● 0-3
	 vs 甲陵中	 ○ 3-2
　＜団体下級＞	vs 瓦木中	 ● 0-3
男子ソフトテニス部
　<団体戦>	 vs 上ケ原中	 ○ 2-1
	 vs 今津中	 ○ 3-0
　準決勝	 vs 瓦木中	 ● 1-2
　３位決定戦	 vs 大社中	 ● 1-2
　<個人戦>	 進藤・吉村ペア	 優勝
	 菅原・平嶋ペア	 ベスト20
女子ソフトテニス部
　<団体戦>	 vs 西宮南チーム	● 1-2
	 vs 鳴尾中	 ● 0-3
	 vs 山口中	 ● 1-2
陸上競技部
　低学年男子 4× 100mR
　　（坂元 · 早田 · 西本 · 吉田）	 第 6位
　共通女子走高跳　近藤　花音	第 7位

阪神中学校総合体育大会
女子卓球部
　＜団体戦＞	 vs 武庫之荘中	 ○ 3-2
	 vs 伊丹北中	 ● 0-3
　5位決定戦	 vs 大社中	 ● 1-3
男子ソフトテニス部
　＜団体戦＞	 県大会出場！
	 vs 安倉中	 ○ 2-1
	 vs 猪名川中	 ○ 2-1
	 vs 中央中	 ○ 2-1
　準決勝	 vs 園田東中	 ● 1-2
　３位決定戦	 vs 大社中	 ○ 2-0
　＜個人戦＞	 進藤・吉村ペア	 優勝
	 県大会出場 !
女子バスケットボール部
	 vs 東谷中	 ○ 56-55
	 vs 百合学院中	 ● 89-46
陸上競技部	 県大会出場！
　１年男子 100m　早田　賢吾	第５位
西宮市新人大会
軟式野球部
	 vs 学文中	 ● 3-4
男子バスケットボール部
	 vs 学文中	 ○ 22-19
	 vs 鳴尾南中	 ○ 35-19
　決勝ﾄｰﾅﾒﾝﾄ	 vs 平木中	 ○ 59-25
	 vs 報徳学園	 ● 43-76
女子バスケットボール部
	 vs 瓦木中	 ○ 52-6
	 vs 上甲子園中	 ○ 38-8
　決勝ﾄｰﾅﾒﾝﾄ	 vs 平木中	 ○ 86-35
	 vs 今津中	 ● 53-62
男子ソフトテニス部
　＜団体戦＞	 vs 学文中	 ○ 2-1
	 vs 真砂中	 ● 0-3
　決勝ﾄｰﾅﾒﾝﾄ	 vs 甲陵中	 ● 1-2
　＜個人戦＞	 岸上・吉川ペア	 ベスト16
女子ソフトテニス部
　＜団体戦＞	 vs 上ケ原中	 ● 0-3
	 vs 浜脇中	 ● 0-3
	 vs 甲武中	 ● 0-3

西宮市小 ･中学校読書感想文コンクール
　入選　　　　３年　長友健修
　佳作　　　　３年　中西優人
　　　　　　　２年　久永　彩
　　　　　　　１年　関本日陽里
全国中学生人権作文コンテスト兵庫県大会地区予選
　銀賞　　　　１年　西方葵音
兵庫県中学校総合文化祭
　【書写部門】
　特選　　　　２年　木村紗羅
　【美術部門】
　特選　　　　２年　布施凛子
　入選　　　　２年　赤澤美沙　上田絢野

女子バレーボール部	第3位	阪神大会出場！
	 vs 塩瀬中	 ○ 2-0
	 vs 鳴尾南中	 ○ 2-0
	 vs 浜甲子園中	 ● 0-2
	 vs 学文中	 ○ 2-0
　決勝ﾄｰﾅﾒﾝﾄ	 vs 甲武中	 ○ 2-0
	 vs 大社中	 ○ 2-0
	 vs 山口中	 ● 1-2
男子卓球部
　＜団体上級＞	vs 大社中	 ● 1-3
　＜団体下級＞	vs 瓦木中	 ○ 3-1
　＜個人戦＞	 田坪　昇真	 第 6位
	 阪神大会出場！
女子卓球部
　＜団体上級＞	vs 大社中	 ● 0-3
　＜団体下級＞	vs 学文中	 ● 1-3
　＜個人戦＞	 守山　佳音	 第８位
	 阪神大会出場！
陸上競技部
　2年男子100 ｍ　吉田　祐大	第５位
　共通男子砲丸投　坂元　栞太	第２位
　共通女子走高跳　近藤　花音	第２位
　1年 4×100 ｍ R
　田中・西本・藤本・早田	 第６位
サッカー部
	 vs 大社中	 ● 0-7
	 vs 甲陽学院中	 ● 0-2
阪神新人大会
女子バレーボール部
	 vs 高司中（宝塚）	● 0-2
陸上競技部
　共通男子走高跳　吉田　祐大	第８位
　１年男子 100m　早田　賢吾	第８位
男子卓球部	 県大会進出！	
	 田坪　昇真	 第 5位
男子ソフトテニス部　県大会進出！
	 岸上・吉川ペア	 ベスト16
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絵本読み聞かせをする来栖さん

ピアニストの前橋美里さんと

っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
曲
が
あ

る
と
お
話
の
イ
メ
ー
ジ
が
よ
り
深

く
な
る
と
好
評
で
す
。

　
最
近
は
、
ウ
ク
レ
レ
と
の
コ
ラ

ボ
「
ナ
ッ
ク
ル
」
と
し
て
も
活
動

し
て
い
ま
す
。

―
―
小
さ
い
時
か
ら
話
し
上
手
で

し
た
か
…

　
子
ど
も
の
頃
は
話
す
こ
と
が
苦

手
で
、
引
っ
込
み
思
案
で
、
い
つ

も
後
ろ
の
方
に
い
ま
し
た
。

　
小
学
校
の
時
、
友
達
か
ら
「
あ

な
た
の
声
は
西
城
秀
樹
に
そ
っ
く

り
」
と
言
わ
れ
、
大
好
き
な
秀
樹

に
似
て
い
る
な
ら
き
っ
と
い
い
声

に
決
ま
っ
て
い
る
と
思
い
、
そ
れ

か
ら
話
す
こ
と
が
好
き
に
な
り
ま

し
た
。
こ
ん
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
、
年

が
バ
レ
ま
す
ね
（
笑
）。

　
そ
し
て
気
が
付
け
ば
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

―
―
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
の
コ
ツ

は
…

　
上
手
に
読
も
う
と
し
な
い
で
、

ま
ず
絵
本
を
好
き
に
な
っ
て
ほ
し

（
ま
ち
の
が
っ
こ
う
）で
は
、
一
般

の
人
に
向
け
て
講
義
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
に
は
絵
本

の
読
み
聞
か
せ
を
し
て
い
ま
す
。

夙
川
小
学
校
で
は
毎
年
1
度
、
1

年
生
か
ら
６
年
生
ま
で
授
業
を
担

当
し
て
絵
本
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

―
―
来
栖
さ
ん
の
肩
書
は
…

　「
語
り
屋
」
で
す
。
こ
う
名
乗

っ
て
い
る
の
は
私
ぐ
ら
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
話
す
こ
と
あ
れ
こ
れ

を
し
て
い
ま
す
の
で
…
。
将
来
的

に
は
堂
々
と
「
朗
読
家
」
と
名
乗

り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

―
―
楽
器
と
の
コ
ラ
ボ
で
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
を
…

　
ピ
ア
ノ
講
師
の
前
橋
美
里
さ
ん

と
、朗
読
と
ピ
ア
ノ
の
コ
ン
ビ「
ア

サ
ク
ル
」
と
し
て
平
成
20
年
か
ら

活
動
し
て
い
ま
す
。
主
に
西
宮
市

内
の
幼
稚
園
、
小
学
校
、
公
民
館

な
ど
で
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
お

話
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
私
が
絵
本
を
選
び
、
そ
の
絵
本

に
合
わ
せ
た
曲
を
前
橋
さ
ん
に
作

　
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
を
対
象

に
、
幅
広
い
分
野
で「
話
す
」こ
と

の
面
白
さ
を
伝
え
る
語
り
の
プ
ロ
、

来
栖
史
江
さ
ん
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

し
ま
し
た
。

―
―
現
在
の
活
動
内
容
を
教
え
て

く
だ
さ
い
…

　
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
と
し
て

イ
ベ
ン
ト
の
司
会
を
し
た
り
、「
話

し
こ
と
ば
」
に
関
し
て
大
学
や
企

業
で
出
張
講
義
を
し
た
り
し
て
い

ま
す
。
大
好
き
な
「
朗
読
」
の
分

野
で
は
、
非
常
勤
講
師
と
し
て
大

学
生
に
、
昨
年
春
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
た
「
m
a
c
h
i
g
a
k
u
」

来
くる
栖
す
　史

ふみ
江
え
さん

昭和41（1966）年生まれ　千葉県浦安市出身
平成元（1989）年　�SBS静岡放送にアナウンサー

として入社
平成５年３月退社、東京の日本語教師学校に通い、
その後２年間教師を経験
結婚後関西に移り、フリーアナウンサーとして活動
令和５年　�梅花女子大学大学院児童文学科専攻修了
・第27回ゲーテの詩朗読コンテスト優勝（平成20年）
・NPO法人「絵本で子育て」センター絵本講師
・NPO法人話しことば検定協会認定講師
・「絵本セラピスト協会」認定絵本セラピスト

思
い
出
の
通
学
路

伊
藤
璃
奈

越
木
岩
図
書
館

田
口
裕
香

2
つ
の
坂
道

山
口
咲
良

苦
楽
園
駅

竹
森
花
梨

苦
楽
園
百
景

苦
楽
園
百
景

苦

楽

園

中

学

校

　
越
木
岩
公
民
館
・
図
書
館
越
木

岩
分
室
な
ど
が
３
月
末
日
を
も
っ

て
閉
館
し
、
建
て
替
え
工
事
に
入

り
ま
す
。
建
て
替
え
後
は
、「〈
仮

称
〉
越
木
岩
セ
ン
タ
ー
」
と
し
て

令
和
８
年
夏
ご
ろ
、
供
用
開
始
の

予
定
で
す
。

　
図
書
館
越
木
岩
分
室
、
市
民
課

越
木
岩
分
室
の
一
部
業
務
は
代
替

窓
口
で
継
続
さ
れ
ま
す
。

〈
閉
館
す
る
施
設
〉

　
・
越
木
岩
公
民
館

　
・
市
民
課
越
木
岩
分
室

　
・
図
書
館
越
木
岩
分
室

　
・
老
人
い
こ
い
の
家（
４
月
１
日
か
ら
廃
止
）

〈
代
替
窓
口
〉

　�「
市
民
課
越
木
岩
分
室
」「
図
書
館
越
木

岩
分
室
」は
、越
木
岩
会
館
１
階（
西
宮

市
豊
楽
町
2
‒
29
）で
、
４
月
23
日

よ
り
業
務
開
始
の
予
定
で
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
は
…
〉

　
・�

地
域
学
習
推
進
課〈
公
民
館
〉

６
７
・
１
５
６
７

　
・�
市
民
課�

３
５
・
３
１
１
２

　
・�
読
書
振
興
課〈
図
書
館
〉

３
３
・
０
１
８
９

　
・�

地
域
共
生
推
進
課

〈
老
人
い
こ
い
の
家
〉

３
５
・
３
２
８
６

※
市
外
局
番
は〈
０
７
９
８
〉

施
設
の
建
て
替
え
に
関
す
る
こ
と
は
、

市
・
生
涯
学
習
企
画
課

〈
０
７
９
８
・
３
５
・
３
８
６
９
〉

来
栖
　
史
江
さ
ん

ま
ち
の
宝
人

令
和
の「
語
り
屋
」を

め
ざ
し
て
い
ま
す
。

い
で
す
。
お
母
さ
ん
が
好
き
な
本

を
読
み
聞
か
せ
る
と
、
自
然
と
子

ど
も
に
も
そ
の
気
持
ち
が
伝
わ
り

ま
す
。
大
好
き
な
人
の
大
好
き
な

声
と
と
も
に
1
冊
の
絵
本
が
子
ど

も
の
心
に
残
る
、
そ
う
し
て
好
き

な
絵
本
が
増
え
て
、
親
子
の
楽
し

い
時
間
も
、
よ
り
増
え
て
い
く
と

い
い
な
ぁ
と
思
い
ま
す
。

―
―
こ
れ
か
ら
の
活
動
は
…

　
西
宮
に
伝
わ
る
民
話
の
朗
読
を

し
た
い
で
す
ね
。「
お
し
り
を
つ

ね
ら
れ
た
え
び
す
さ
ま
」
の
よ
う

な
面
白
い
話
を
子
ど
も
た
ち
に
伝

え
た
い
で
す
。
民
話
を
通
し
て
故

郷
西
宮
に
興
味
を
持
ち
、
も
っ
と

西
宮
を
好
き
に
な
っ
て
も
ら
え
れ

ば
う
れ
し
い
で
す
ね
。

●

　
笑
顔
で
の
お
し
ゃ
べ
り
は
、
自

信
に
満
ち
な
が
ら
、
聞
く
人
の
気

持
ち
に
な
っ
た
謙
虚
さ
も
同
時
に

感
じ
ま
し
た
。
来
栖
さ
ん
こ
そ
、

西
宮
を
代
表
す
る
「
令
和
の
語
り

屋
」
だ
と
確
信
し
ま
し
た
。

越
木
岩
公
民
館
な
ど
が

一
時
閉
館
!

広告

〈
越
木
岩
公
民
館

地
域
学
習
推
進
員
会
講
座
〉

４
月
か
ら
推
進
員
会
講
座
は
越
木
岩

会
館
で
実
施
し
ま
す
。


